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Ⅰ はじめに
1. リトミックとは
　リトミックの概要について、標準音楽辞典（1966）では以下のように定義づけられている。
リトミックとは律動法、リズム形成のしかた、およびそれに関する学習をいう。リトミック
はスイスの音楽教育家で作曲家でもあったエミール・ジャック・ダルクローズが創案した音
楽教育の手法で、精神と身体の一致調和、自発性と反射性、精神の集中力と記憶力、創造力
の育成などを目的としている。ダルクローズはリズムのもつ特質をあらゆる面に進展させ、
音楽教育のみでなく、これを舞踊、演劇の面にも適用した。
　ダルクローズのリトミックの背景として杉山（2018）は次のように述べている。
　ダルクローズがリトミック教育を考案したちょうどその頃（19世紀末から20世紀初頭にか
けて）、ドイツでは、旧来の学校教育や産業化・合理化の進展による技術偏重主義への批判
から、新教育運動が興隆し、人間の本質の問い直しを求める動きが強まっていた。教育改革
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要旨：
　保育者養成校において、子どもの表現に寄り添うことのできる保育者を育成するた
めに、保育者自身が豊かな感性や表現力を身に付けることが求められているといえる。
そのためには表現を多面的、総合的なものと捉える必要があることから、リトミック
がその目的達成への一つの手法として大変有効ではないかという考えに至った。そこ
で筆者は今年度の保育内容「表現Ⅰ」の授業内でリトミック実践を試みることにした。
本稿では、リトミック実践を通して、学生が音楽表現を楽しいものであると感じるこ
とが出来たかどうかについて記すとともに、今後の課題についても検討することとし
た。結果として全員の学生がリトミックは楽しかったと述べており、理論学習等に比
較して、幼児でも簡単に取り組めるリトミックは親しみやすいものであることが推察
された。また、半数以上の学生から、将来、保育現場においてリトミックを取り入れ
たいという感想が聞かれた。しかし、一方では、リトミックを現場で行ってみたいが、
それに伴うピアノ演奏が難しいのではないかという不安の声が多く聞かれ、今後の大
きな課題になるであろうことも推察された。
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を主眼とするその運動は、青年運動、芸術教育運動、労作学校運動、田園教育舎運動など多
岐にわたり、これまでの主知主義から離反し、創造的な人間形成を目指すこととした。特に、
芸術教育運動は古き教育に対して新たな創造的人格を形成するためには芸術がその最も強力
な源泉であるという考えのもと、学校教育における芸術教育の改変が試みられた。そのよう
な時代思潮の中、芸術教育の一貫として、音楽と体操を結びつけた舞踏教育が重要視される
傾向にあったのである。
　一方、塩原麻里（2009）はダルクローズのリトミックについて以下のように述べている。
　ダルクローズのリトミックは、その教育法の全体をリトミックと考える場合と、リトミッ
ク、ソルフェージュ、即興演奏という３つの柱のうちの基礎部分、すなわちリズム運動など
と呼ばれている学修をリトミックという場合がある。教師の弾くピアノに合わせて子どもた
ちが動く体験や、幼児教育における音楽を伴った身体表現活動がリトミックと呼ばれている
場合には、後者の使われ方が主流となっているとみていいだろう。後者に関しては、教則本
やマニュアル本が多数出版されていることで、よく知られている一般的なリトミックである
が、前者のようにその全体をリトミック教育法と考えると、ジャック・ダルクローズが意図
した音楽教育の全貌がよく見えてくる。最初に行われるリズム運動は、筋肉組織と中枢神
経の特訓により「身体的なリズム感覚」を養うと同時に、耳の特訓により「聴覚」を養うこ
とを目的としている。そしてリズム運動を１年ほど経験した後に並行して始められるソル
フェージュは、音の高さや音同士の相互関係を感覚的に理解することと、それぞれの音色を
識別する能力を養うことをねらいとしている。そして、即興演奏はリズム運動とソルフェー
ジュで養われた身体感覚、特に触覚と聴覚を駆使して、ピアノによる音楽的思考の表現を目
的としたものである。
　以上のようなリトミックの概要に加えて、付記すべきことは以下のようなことであろう。
リトミックは具体的には、生理学・芸術・心理学など様々な観点に基づいたものであると考
えられるが、それは①ソルフェージュ（音感教育）②リズム運動（身体運動を伴うリズム・
表現教育）③即興演奏・即興表現の３つの視点から成っているといえる。そのどれもが音楽
に対する即時反応が中心となっており、それにより、心身の諸感覚の機能や芸術的想像力や
感性を高めることをねらいとした音楽教育法であるといえる。
　日本におけるダルクローズリトミックは板野 平、石井 獏らによって着目され、小林宗作、
天野 蝶、板野 平らによって、音楽教育法として再認識され、普及していったと思われる。
現在では幼児教育現場等でリトミックを取り入れた音楽教育が行われているようであるが、
リトミックの効果として①子どもの感性を養う②集中力や思考力を育む③協調性やコミュニ
ケーション能力を育むという３点であることが考えられる。

2. リトミック実践が子どもに与える影響について
　善本（2009）は子どものリトミックレッスンについて次のように述べている。
　幼い頃から筆者はピアノを学んだ。読譜や指の練習、繰り返して行う毎日の練習、学習を
継続することの忍耐力や、繰り返して練習して曲を仕上げることは学んだが、音楽の楽しさ
や美しさを実感する前に、技術の未熟さや練習不足を指摘され、挫折しそうになった。しかし、
曲を仕上げたときに大きな感動を味わい、かろうじて続けることが出来た。そしてリトミッ
クと出会ったことで、音楽のすばらしさを体験し、現在の自分にはなくてはならないものに
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なっている（中略）。もし、子どもたちが音楽を学ぶとき、動きを伴うことによって、音楽
に興味を持って取り組むことができたら、より一層音を楽しく受け止め、さらに音を敏感に
聴こうとするのではないかと思うようになった。
　善本はまた、リトミックを学習・実践している学生及び教師180名へ調査を行い、以下の
ことが示されたと述べている。
　多くの保育者・音楽指導者が、さまざまな形でリトミックを実践し、子どもたちとかかわ
る時間を持っていることがわかった。彼らの多くは、自身がリトミックを楽しみながら。意
欲的に学んでいるようであった。また、子どもたちがレッスンを通して、リズム感をはじめ、
表現力や音を聴き分ける力や拍子感など、音楽を学ぶ上で必要なセンスを身につけていると
感じていることもわかった。そしてリトミックの大きな特徴である音楽表現における時間・
空間・エネルギー・ダイナミックスの関係性についても、子どもたちは動きで表現したり、
演奏したりして学んでいることがわかった。
　神原（2013）は幼児教育でリトミックを実践しようとする際の重要なポイントとして次の
２点を挙げている。
　第１は、つねに音楽的、創造的でありたいということである。身の回りにあるさまざまな
事象を音楽の特性と重ね合わせ、音楽と動きの一致調和のおもしろさに気付くことである。
第２に、幼児がいまもてる能力を最大限に生かすということである。自分のできることで音
楽に参加し、音楽の楽しさを味わうこと（=体験すること）が、音楽学習の大切な「はじめ
の一歩」なのである。そこで私たちは幼児のいまの姿を寛容的に受け止めることが大切にな
る。大人はつい、思いどおりにならない幼児の姿を見て「○○が出来ない」「○○がわかっ
ていない」などと深刻になりがちである。しかし、それは禁物で、なぜなら、幼児は周囲の
大人の姿や価値観に大きな影響を受けやすいからである。幼児は１人の音楽的な人として生
まれる。私たち大人は、その音楽的な人と「共に育つ」者としてかかわることが大切である。

3. 保育内容「表現Ⅰ」におけるリトミック実践の試み
　保育者養成校においては、子どもの表現に寄り添うことのできる保育者を育成するために、
表現を多面的、総合的なものと捉えていくことが必要であると考えられ、保育者を目指す学
生にとって、豊かな感性や表現力を身に付けることは欠かせないものであると考えられてい
る。保育者養成校である本学では１年前期に造形表現と音楽表現という分野が協同し合って
総合的な表現を目指す保育内容「表現Ⅰ」の授業を行っており、その授業には学生の主体的
かつ対話的な学びにつながる工夫が求められている。
　筆者は、リトミックが音楽表現の学びにおける有効な手法の一つになるのではないかと考
え、今年度は授業内でリトミック実践を試みることとした。実践したリトミックの具体的な
内容は後述するが、音楽に合わせて歩く・小走りする・動物の曲に合わせて動物の真似をす
る・音の高低や速度に合わせて表現を楽しむ・曲調（長調や短調）によって表現を変える・じゃ
んけん列車をして遊ぶなどであった。
　本稿では、保育内容「表現Ⅰ」の授業を通して、特に音楽表現において、「リトミック」
実践により、学生が表現を楽しいものであると感じると共に、子どもたちとの関わりの中で
一緒に楽しむことのできるリトミック実践例について記し、実践が有効なものであったかに
ついて振り返ることとしたい。

保育内容「表現」の授業におけるリトミック実践の試みについて
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Ⅱ. 研究の方法
　前述したように2024年度保育内容「表現Ⅰ」の授業内で受講学生（１年生）に対しリトミッ
ク実践を行った。その実践記録及び授業内で聴き取った学生の感想から、リトミック実践結
果の考察と今後の課題の参考にすることとした。

Ⅲ. 結果と考察
1. 2024年度保育内容「表現Ⅰ」授業におけるリトミック実践記録からの考察
　2024年度保育内容「表現Ⅰ」授業概要を以下に記す。

表１　保育内容「表現Ⅰ」授業概要

回数 授業の内容

第１回
ガイダンス
領域「表現」と保育内容との関連について

第２回 子どもの発達と表現活動の特性をとらえる

第３回
保育現場における素材の特性を生かした造形表現と教材研究１（紙類を用いた造形表
現活動実践例から指導場面を考える）

第４回
保育現場における素材の特性を生かした造形表現と教材研究２（自然素材等を用いた
造形表現活動実践例から指導場面を考える）

第５回
音を素材とした教材研究１
身近な素材による活動の特徴、楽しさ、指導上の留意点などを考える

第６回
音を素材とした教材研究２
オノマトペによる活動の特徴、楽しさ、指導上の留意点などを考える

第７回 表現活動における子どもに対する具体的な言葉がけや遊び方の援助と子どもの評価

第８回
リズム遊び・音楽遊びについての教材研究を行い、子どもの表現が広がる指導法を考
える

第９回 身近な道具などを使った制作指導

第11回 子どもの日常的な表現やその環境構成について考える

第12回
造形表現と音楽表現の総合的な表現活動を通して、指導上の留意点を考える・リトミッ
クについての概要説明

第13回 模擬保育準備とリトミック実践

第14回 模擬保育実践

第15回
模擬保育の実践
模擬保育の省察とふりかえり
リトミック実践の振り返り（感想の聞き取り）
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　保育内容「表現Ⅰ」の授業内容は、音楽表現と造形表現活動をそれぞれオムニバス形式で
学び、その後学生一人ずつがテーマを決定し模擬保育（指導案作成を含む）を実施し振り返
りを行うというものである。
　リトミック実践については11回目の授業でリトミックの概要を説明し、12回目で実践を行
い、15回目の授業で学生から口頭による感想の聞き取りを行った。
　以下にリトミック実践の概要を記す。

表２　リトミック実践の具体的内容

内　　　　　　容

①
音楽（ピアノ演奏）を聴きながら感じたままに身体を動かして遊んでみる。
　音楽に合わせて歩いてみる・ピアノの速さに合わせて歩くなど
　「あくしゅでこんにちは」の歌に合わせて振りをする。

②
０歳児や１歳児の赤ちゃんについては、抱っこして身体を揺らしながら音楽を聴く楽
しさを味あわせる姿を想像しながら行う。

③

動物などの身近な生き物を真似したり、何かになりきったりして表現を楽しむ。色々
な動物の出てくる曲を使った。
使用した曲：「アイアイ」「おつかいありさん」「かえるのうた」「かたつむり」

「ぞうさん」「ちょうちょう」「とんぼのめがね」「メリーさんのひつじ」
「小鳥の歌」「やぎさんゆうびん」「山の音楽家」など。

④
音を聴いて表現する。
　高い音が鳴ったら手を上に挙げてキラキラさせる・低い音が鳴ったらしゃがむなど。

⑤
音楽の調子（長調・短調）によって表現を変える。
　長調では楽しさを感じてスキップする・短調ではゆっくり動くなど。

⑥
音楽に合わせて楽器を鳴らす。
　鈴・タンバリン・カスタネット・マラカスなど。

⑦
電車ごっこをする。
　じゃんけん列車など。

　リトミック経験が初めてだという学生が大半だったが、教員の目から見ても、全員が楽し
んでいるように思われた。
　音楽に合わせて歩くリズムとして使用したのは、４分音符、２分音符、８分音符であり、
リズムの聞き分けはすぐに出来て即時反応で表現することが出来ていた。これは音楽Ⅰやピ
アノⅠなどの授業で音符と拍の関連が理解出来ているからであることが推察された。
　「あくしゅでこんにちは」の歌を知っている学生は少なく、歌を練習することから始めた。
曲の途中で行う握手やおじぎ、さよならの挨拶等も音楽に合わせて行うよう指示した。おそ
らく指示がなければ思い思いのテンポで行ってしまうであろうことも学生の様子から想像で
きた。
　動物の真似をするところでは「どんな動物の真似がしやすいかを聞いたところ、うさぎ、
ねずみ、ぞう、小鳥など様々な回答があった。それらの中から、実際に動物をテーマにして
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いる曲（ぞうさん、小鳥の歌など）を使用し、動物になりきって自由に動作してもらった。
中には恥ずかしそうに行っている学生もいたが、全員で行ったので、さほど違和感なく出来
たように見受けられた。
　音を聴いて表現するところでは、高い音（ジャンプ）、低い音（しゃがむ）、トリル（キラ
キラする）などで表現を楽しむことが出来たように思われる。また、瞬間的に和音を鳴らし、

「アッ、蚊だ！」と言うと、手を伸ばしてパチンと叩くなども行った。
　曲の調子（長調・短調）の違いでは、長調になると明るく歩き、短調では悲しそうに歩く
などの表現の変化も楽しむことが出来た。
　音楽に合わせて楽器を鳴らすことは、「表現Ⅰ」の授業で行っていたため、リトミックの
時間では実践することを省略したが、実際の保育現場などではピアノに合わせて自由に楽器
を鳴らし、ピアノが突然止まったら、素早く楽器を鳴らすのをやめるなど、即時反応がしや
すい活動であると思われる。
　「じゃんけん列車」はおそらく誰もが好んで参加したい遊びだと考えていたが、想像に違
わず学生たちも楽しんで行っていた。途中のじゃんけんではピアノのリズムに合わせてじゃ
んけんするなど、やはり即時反応を求めて行った。また、全員が一つの列車になった時に、
通常ならばそこでじゃんけん列車は終了となるところなのだが、今回はさらに続けてピアノ
を弾きながら、合間に入れる和音の数で、列の後ろの人から離れていくという手法で行った。
最後に一人になって終了するのであるが、この方法の方が静かに終われるというメリットが
あると思われた。また、和音の数が離れる人の数になるということで、常にピアノの音に耳
を傾けていなければならないという緊張感にも繋がると思われた。
　①から⑦までの活動を通して、学生たちは常に笑いながら楽しそうに活動を行うことが出
来たと思われた。次にどのような音楽に変化するのか、どのような身体表現で行うと良いの
かについて考えながら、音をよく聴いて行っていたように見受けられた。全体を２グループ
に分けて行い、一方のグループの姿をもう片方のグループのメンバーが見ることで、表現が
人それぞれの自由なものであり、楽しむものであると感じることが出来たように思われた。
短い時間ではあったが、楽しそうな表情を見ることが出来、筆者にとっても有意義な時間と
なった。

2. 2024年度保育内容「表現Ⅰ」授業におけるリトミック実践に対する学生の感想からの結
果と考察
　15回目の授業内で次の内容について、学生からの感想を口頭で聞き取った。
　聞き取り内容は①リトミックという言葉を聞いたことがあるか②リトミックのレッスンな
どを受けたことがあるか③今回の授業で受けたリトミック実践についてどう感じたか④乳幼
児にリトミックは有意義だと思うか⑤将来、保育・教育現場でリトミックを取り入れたいと
思うか⑥思わないと答えた方へ取り入れたくない理由は何か、であった。
　①については聞いたことがある学生は全体の半数に満たず三分の一程度であった。このこ
とから幼児教育にリトミックという音楽教育の手法があまり取り入れられていないことが推
察された。②については①よりもっと少数の２～３名であり、リトミック実践の経験につい
ては少ないようであった。③の今回のリトミック授業については、全員が楽しかったと述べ
ており、やはり音楽教育にとって、理論学習等に比較して、幼児でも簡単に取り組めるリト
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ミックは親しみやすいものであることがわかった。④乳幼児に対してリトミックが有意義で
あるかという質問には全員が有意義だと思うと答えていた。③でリトミックが楽しく親しみ
やすいと答えたことからもリトミックが有意義であるという感想は予想通りであった。⑤の
将来の現場で自身もリトミックを取り入れたいと思うかについても、半数以上の学生が取り
入れたいと答えていた。⑥については行ってみたいが、リトミックを行うに当たり、ピアノ
演奏が難しいかもしれないという感想が大変多くあった。これについては筆者も同感であっ
た。何故なら即興演奏で弾かなければリトミックの表現を引き出すことは難しいためである。
リトミックで取得する能力（即時反応力）の獲得に繋がる指導者のピアノ演奏が難しいこと
は言うまでもないが、学生たちはリトミックを実践しながら、そのことについては具体的な
想像が難しいようにも思われた。このことからは、指導の際にピアノ演奏以外の手法を探る
ことも今後の課題の一つとして捉えていくべきではないかと考えられた。
3. まとめ
　保育者養成校学生に対するリトミック実践について述べてきたが、リトミックは幼児のリ
ズム感・音感の発達と感性や表現力の育成に良い影響を及ぼすことは、学生たちに十分に理
解されたと考える。今回受講した学生たちもリトミックに対する印象は良かったように感じ
られた。
　しかし、今後の課題として挙げられるのは、指導者側のピアノ演奏技術であろうと考えら
れた。リトミックは音楽の即時反応を引き出すものであることから、指導者側にも当然高い
即興演奏能力が求められるといえる。リトミックに使用する楽器として最も頻度の高いもの
がピアノである。しかし、ピアノを使ってリトミックを指導するためには、楽譜に頼らず、
ほとんど即興で皆の反応を見ながら演奏しなければならない。それには非常に高度なピアノ
の演奏能力が必要になってくる。ピアノを長年学んできた者であっても、楽譜がないと弾け
ないという場合には、鍵盤和声（鍵盤上で和音進行を進めていくなど）の問題に直面するで
あろう。
　学生たちは自身も現場でリトミック指導を行ってみたいという感想を述べていたが、保育
者養成校で初めてピアノを学ぶ学生にとっては、ピアノ即興演奏能力は、非常に高いハード
ルになるであろう。かといって、音源の使用が有効かというとそうではない。相手の即時反
応を引き出す演奏能力という点で、音源では可能性が限られてくるであろう。
　以上のようなことから、今後の課題として、高度なピアノ演奏能力がなくても実践出来る
リトミック、例えば打楽器や様々な音具を使用するなどの工夫が必要であろう。このことに
ついて、今後、学生と共に模索していければと考えている。同時に、次回のリトミック実践
では、より計画的に授業にリトミックの時間を組み込んで実施し、終了後の学生からの感想
を文書等で聞き取り、結果を深く掘り下げることが必要であると考えている。
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